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第 253 回例会
日時：2023 年 2 月 17 日（金）　於：友の会福祉会館 13：00 〜　▶司会　村岡徹弥

▶ビジター　なし　▶ゲスト　なし　▶四つのテスト　島浦理　▶撮影　尾崎雅子 / 蛇口和憲

　八戸えんぶり 800 年の伝統と言われてまして、実際は何年なのか調べてみたところ、南部
光行さんという方が 1119 年に合戦での戦功により南部の地を与えられ着任して、そこから稲
などの豊作を祈って始められたとの説が有力だそうです。つまりおおよそ 830 年になるよう
です。改めて、えんぶりってなんだろうと調べてみると、Ｔ字の木の道具を使って田畑をな
らす農具のことを言ったそうです。本来「えぶり」と言うのですが、この辺ではなまりで「え
んぶり」と言うようになりました。今ではトラクターなど機械を使って行っていますが、昔は

会長要件（蛇口和憲　副会長）　会長要件（蛇口和憲　副会長）　

幹事報告（畠山徳陽　幹事）　幹事報告（畠山徳陽　幹事）　
　2月 11 日に IM参加してきました。今年は十和田の子ども食堂をやられている水尻和幸さ
んという方が講演してくれたのですが非常にレベルが高く、我々が参考にするにはレベルが
高すぎるなと思いましたけれども、この年になって何かのきっかけで、継続してできるもの
ができればなと思っております。2,3 年後となると、うちもホストクラブということになり、
IMなどの催しもやらなくてはならなくなるため、まずは皆さんにもそういう集会に参加し
てもらって、だいたいこういう流れでやるということは覚えてもらいたいなと思います。

　友の会福祉会館にて、八戸えんぶり研賛会の皆様にえんぶりを披露していただきました。八戸西ロータリークラブの
会員の他、八戸市内の園児や高齢者施設利用者の皆様にもお越しいただきました。

えんぶり観賞会の様子えんぶり観賞会の様子

木や石で作った農具を使っており、それらを持って踊ったものが伝統芸能となっているのだそうです。
　今日は、友の会の大島理事長様やえんぶり研賛会の工藤代表を始め、皆様のご協力で 3年ぶりのえんぶり鑑賞会ができ
ますことを感謝いたします。ありがとうございます。

四つのテスト：島浦理　会員 今回のお弁当

　今年は地区補助金で何をやるかという話になっていましたが、小林会長のところの認定こども園「木の実園」に優れ
ものの空気清浄機を送るということで決まりました。もうひとつ、工藤初代会長より八戸拘置支所の花壇の整備のお話
が出ており、こちらは地区補助金ではなくクラブからの寄付という形で、今年からやらせていただきたいなと思ってお
ります。

えんぶり観賞会挨拶：大嶌泰雅　会員



・会　長　小林　周子　　
・幹　事　畠山　徳陽　　
・副会長　蛇口　和憲

・例会場　八戸プラザホテル
・例会日　木曜日 ( 月 3 回 )
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